
本
稿
は
、「
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色
紙
」

の
紹
介
（
一
）」（『
社
会
科
学
』
第
五
十
二
巻
第
四
号
、
二
〇
二
三
年
二

月
）、「
同
（
二
）」（『
文
化
情
報
学
』
第
十
八
巻
第
一
号
、
二
〇
二
三
年

三
月
）
に
引
き
続
き
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物

語
色
紙
」（
請
求
番
号：

721.2||N
10106

、
資
料
番
号216700339

）
の

図
柄
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
や
場
面
を
特
定
し
、
い
わ
ゆ
る
源

氏
絵
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
全
二
十
四
枚
の
う
ち
、

（
一
）
で
は
、
桐
壺
・
空
蝉
（
二
枚
）・
若
紫
・
末
摘
花
・
花
宴
・
賢
木
・

花
散
里
の
巻
、（
二
）
で
は
、
須
磨
・
明
石
・
蓬
生
・
関
屋
・
絵
合
・
薄

雲
・
朝
顔
・
玉
鬘
の
巻
の
、
そ
れ
ぞ
れ
各
八
枚
を
取
り
上
げ
た
。
本
稿
で

は
、
篝
火
・
野
分
・
行
幸
・
梅
枝
・
若
菜
上
・
柏
木
・
匂
宮
・
椎
本
の
残

り
八
枚
を
取
り
上
げ
、
最
後
に
全
体
を
通
し
た
考
察
を
ま
と
め
る
。
書
誌

の
詳
細
は
、
先
の
『
社
会
科
学
』
第
五
十
二
巻
第
四
号
を
参
照
さ
れ
た

い
。

凡
例

一
、
冒
頭
に
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色

紙
」（
以
下
、
所
蔵
し
て
い
る
学
部
名
に
ち
な
み
「
文
情
奈
良
絵
」
と
略

す
。）
の
画
像
を
示
し
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
う
ち
の
帖
の
通
し
番

号
と
巻
名
を
示
す
。

一
、【
場
面
】
で
は
、『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
秋
山

虔
・
田
口
榮
一
監
修
、
株
式
会
社
学
習
研
究
社
、
一
九
九
七
年
四
月
二
十

一
日
新
装
第
一
刷
発
行
。
略
称
『
源
氏
絵
の
世
界
』。）
所
載
「
源
氏
絵
帖

別
場
面
一
覧
」（
二
九
〇
〜
三
〇
一
頁
）
を
参
看
し
、
該
当
す
る
「
場
面
」

の
記
号
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
と
「
場
面
内
容
概
略
」
を
挙
げ
る
。

一
、【
該
当
本
文
】
で
は
、
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R

O
M

所

収
の
校
訂
本
文
に
拠
っ
て
、『
源
氏
物
語
』
の
該
当
す
る
本
文
を
取
り
上

げ
、
小
見
出
し
と
と
も
に
引
用
し
て
、
次
の
〔
解
説
〕
の
着
眼
点
と
な
る

《
資
料
》

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色
紙
」
の
紹
介
（
三
）福

田

智

子

一



部
分
に
は
傍
線
を
付
す
。
た
だ
し
、
小
見
出
し
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の

場
面
を
過
不
足
な
く
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、（

）
を
付
し
て
、

主
語
を
補
っ
た
り
、
人
物
呼
称
を
加
え
た
り
し
た
他
、
一
部
、
表
記
を
改

め
た
箇
所
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
同C

D
-R

O
M

の
「
参
考
情
報
」
機
能
を

用
い
て
、
以
下
の
校
本
お
よ
び
校
訂
本
文
の
該
当
巻
数
と
頁
数
を
列
挙
す

る
。・『

源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
）

略
称
﹇
大
成
﹈

・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）

略
称
﹇
大
系
﹈

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）
略
称﹇
新
大
系
﹈

・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）

略
称
﹇
全
集
﹈

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）
略
称﹇
新
全
集
﹈

・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』（
新
潮
社
）

略
称
﹇
集
成
﹈

・
角
川
文
庫
『
源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
角
川
文
庫
﹈

・
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
玉
上
評
釈
﹈

ま
た
、
次
の
「
解
説
」﹇
考
察
﹈
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引

用
も
、
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R

O
M

所
収
の
校
訂
本
文
を

用
い
、
右
に
列
挙
し
た
該
当
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

一
、【
解
説
】
で
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
図
柄
に
つ
い
て
、
物
語
本
文
を

踏
ま
え
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。

一
、【
考
察
】
で
は
、
他
の
源
氏
絵
と
図
柄
を
比
較
検
討
す
る
。
以
下
の

文
献
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
適
宜
用
い
、
所
載
図
版
の
頁
数
あ
る
い
は

Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
示
す
。

○
『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
前
述
）

・「
源
氏
物
語
扇
面
散
屏
風
」（
室
町
時
代
後
期
、
浄
土
寺
蔵
）

略
称
「
浄
土
寺
扇
面
屏
風
」

・「
住
吉
具
慶
筆
源
氏
物
語
絵
巻
」（
江
戸
時
代
初
期
、
茶
道
文
化
研
究

所
旧
蔵
、
ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）

略
称
「
具
慶
絵
巻
」

○
『
源
氏
物
語
画
帖
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
、
土
佐
光
吉
画
、
後
陽

成
天
皇
他
書
、
勉
誠
社
、
平
成
九
年
四
月
。）
略
称
「
京
博
光
吉
画
帖
」

○
『
石
山
寺
蔵

四
百
画
面

源
氏
物
語
画
帖
』（
石
山
寺
座
主
・
鷲
尾

遍
隆
監
修
、
中
野
幸
一
編
集
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
四
月
。）

略
称
「
石
山
寺
画
帖
」

○
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
源
氏
物
語
』

略
称
「
承
応
版
」

○
『
源
氏
絵
集
成
』（
佐
野
み
ど
り
監
修
・
編
著
、
藝
華
書
院
、
二
〇
一

一
年
一
月
。

略
称
『
佐
野
集
成
』）
所
収

・「
土
佐
派

源
氏
物
語
色
紙
画
帖
」（
出
光
美
術
館
・
十
六
〜
十
七
世

紀
）

略
称
「
出
光
色
紙
画
帖
」

・「
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
」（
三
重
県
立
斎
宮
歴
史
博
物
館
・
安
土

桃
山
時
代
）

略
称
「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」

・「
土
佐
一
得
筆

源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
・

色
紙

十
六
世
紀
末
・
屏
風

十
七
世
紀
）

略
称
「
東
博
一
得
貼
交
屏
風
」

二
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・「
源
氏
物
語
色
紙
画
帖
」（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
・
十
七
世
紀
後
半
）

略
称
「
海
杜
美
画
帖
」

・「
伝
土
佐
光
則
筆

白
描
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
（
東
京
国
立
博

物
館
・
十
七
世
紀
）

略
称
「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」

・「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
貼
交
屏
風
」（
個
人
蔵
・
絵
巻：

十
六
世
紀
、

屏
風：

十
七
世
紀
）

略
称
「
白
描
絵
巻
貼
交
屏
風
」

・「
白
描
源
氏
物
語
団
扇
貼
付
屏
風
」（
高
津
古
文
化
会
館
・
十
七
世
紀

前
半
）

略
称
「
高
津
白
描
団
扇
屏
風
」

・「
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
」（
個
人
蔵
・
十
七
世
紀
）

略
称
「
扇
面
貼
付
屏
風
」

・「
伝
狩
野
光
信
筆
源
氏
物
語
図
」（
大
分
市
歴
史
資
料
館
・
十
七
世
紀

前
期
）

略
称
「
大
分
歴
資
伝
光
信
」

○
『
土
佐
派
源
氏
絵
研
究
』（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
編
集
・
発
行
、

令
和
二
年
三
月
。

略
称
『
土
佐
派
源
氏
』）
所
収

・「
土
佐
光
吉

源
氏
物
語
手
鑑
」

略
称
「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」

・「
土
佐
派

源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屏
風
」略

称
「
久
保
惣
土
佐
派
貼
交
」

○
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
慶
長
十
六
年
制
作
。『
絵
巻
で

読
む
源
氏
物
語
│
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」』、
龍
澤
彩
編

著
、
平
成
二
十
九
年
三
月
）

略
称
「
毛
利
博
絵
巻
」

○
堺
市
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://jm
apps.ne.jp/sakaihaku/det.htm

l?data_id＝
284

・「
源
氏
物
語
図
色
紙
」（
作
者：

土
佐
派
、
制
作
年
代：

江
戸
時
代
。

資
料
番
号：

1984-027

）

略
称
「
堺
市
博
色
紙
」

○H
A

R
V

A
R

D
LIB

R
A

R
Y

D
IG

ITA
L

C
ollection

https://library.harvard.edu/digital-collections

・「
土
佐
光
信

源
氏
物
語
画
帖
」（H

arvard
A

rtM
useum

s

）

略
称
「
ハ
ー
バ
ー
ド
画
帖
」

一
、【
ま
と
め
】
で
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
全
二
十
四
枚
を
通
し
た
図
柄
の

考
察
を
行
う
。

第
二
十
七
帖

篝
火

同志社大学文化情報学部蔵「奈良絵源氏物語色紙」の紹介（三）

三



【
場
面
】
Ａ：

夏
の
夕
、
源
氏
、
琴
を
枕
に
玉
鬘
に
添
い
臥
し
、
池
畔
の

燃
え
立
つ
篝
火
を
見
て
歌
を
交
わ
す
。

【
該
当
本
文
】﹇
２
﹈
庭
の
篝
火
を
と
も
さ
せ
、
琴
を
枕
に
し
て
玉
鬘
に
添

い
臥
し
、
歌
を
詠
み
交
わ
す

秋
に
な
り
ぬ
。
初
風
涼
し
く
吹
き
い
で
て
、
背
子
が
衣
も
う
ら
さ
び
し

き
こ
こ
ち
し
た
ま
ふ
に
、
忍
び
か
ね
つ
つ
、
い
と
し
ば
し
ば
渡
り
た
ま
ひ

て
、
お
は
し
ま
し
暮
ら
し
、
御
琴
な
ど
も
な
ら
は
し
き
こ
え
た
ま
ふ
。
五

六
日
の
夕
月
夜
は
と
く
入
り
て
、
少
し
雲
隠
る
る
け
し
き
、
荻
の
音
も
や

う
や
う
あ
は
れ
な
る
ほ
ど
に
な
り
に
け
り
。
御
琴
を
枕
に
て
、
も
ろ
と
も

に
添
ひ
臥
し
た
ま
へ
り
。
か
か
る
た
ぐ
ひ
あ
ら
む
や
、
と
う
ち
嘆
き
が
ち

に
て
夜
ふ
か
し
た
ま
ふ
も
、
人
の
と
が
め
た
て
ま
つ
ら
む
こ
と
を
お
ぼ
せ

ば
、
渡
り
た
ま
ひ
な
む
と
て
、
御
前
の
篝
火
の
少
し
消
え
が
た
な
る
を
、

御
供
な
る
右
近
の
大
夫
を
召
し
て
、
と
も
し
つ
け
さ
せ
た
ま
ふ
。

い
と
涼
し
げ
な
る
遣
り
水
の
ほ
と
り
に
、
け
し
き
こ
と
に
広
ご
り
伏
し

た
る
檀
の
木
の
下
に
、
打
松
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
置
き
て
、

さ
し
し
り
ぞ
き
て
と
も
し
た
れ
ば
、
御
前
の
か
た
は
、
い
と
涼
し
く
を
か

し
き
ほ
ど
な
る
光
に
、
女
の
御
さ
ま
見
る
に
か
ひ
あ
り
。
御
髪
の
手
あ
た

り
な
ど
、
い
と
ひ
や
や
か
に
あ
て
は
か
な
る
こ
こ
ち
し
て
、
う
ち
と
け
ぬ

さ
ま
に
も
の
を
つ
つ
ま
し
と
お
ぼ
し
た
る
け
し
き
、
い
と
ら
う
た
げ
な

り
。
帰
り
憂
く
お
ぼ
し
や
す
ら
ふ
。「
絶
え
ず
人
さ
ぶ
ら
ひ
て
と
も
し
つ

け
よ
。
夏
の
、
月
な
き
ほ
ど
は
、
庭
の
光
な
き
、
い
と
も
の
む
つ
か
し

く
、
お
ぼ
つ
か
な
し
や
」
と
の
た
ま
ふ
。

「
篝
火
に
た
ち
そ
ふ
恋
の
煙
こ
そ
よ
に
は
絶
え
せ
ぬ
ほ
の
ほ
な
り
け

れ

い
つ
ま
で
と
か
や
。
ふ
す
ぶ
る
な
ら
で
も
、
苦
し
き
下
燃
え
な
り
け
り
」

と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
女
君
、
あ
や
し
の
あ
り
さ
ま
や
、
と
お
ぼ
す
に
、

「
ゆ
く
へ
な
き
空
に
消
ち
て
よ
篝
火
の
便
り
に
た
ぐ
ふ
煙
と
な
ら
ば

人
の
あ
や
し
と
思
ひ
は
べ
ら
む
こ
と
」
と
わ
び
た
ま
へ
ば
、「
く
は
や
」

と
て
い
で
た
ま
ふ
に
、
東
の
対
の
か
た
に
、
お
も
し
ろ
き
笛
の
音
、
箏
に

吹
き
合
は
せ
た
り
。「
中
将
の
、
例
の
、
あ
た
り
離
れ
ぬ
ど
ち
、
遊
ぶ
に

ぞ
あ
な
る
。
頭
の
中
将
に
こ
そ
あ
な
れ
。
い
と
わ
ざ
と
も
吹
き
な
る
音
か

な
」
と
て
、
立
ち
と
ま
り
た
ま
ふ
。

﹇
大
成
﹈
３
巻
８５５
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
４０
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
２９
頁
、﹇
全

集
﹈
３
巻
２４８
頁
、﹇
新
全
集
﹈
３
巻
２５６
頁
、﹇
集
成
﹈
４
巻
１１６
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
５
巻
５８
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
５
巻
４２７
頁

【
解
説
】

広
い
簀
の
子
縁
と
そ
の
高
欄
が
画
面
左
下
角
か
ら
右
斜
め
上
に
伸
び
、

さ
ら
に
突
き
当
た
り
か
ら
左
斜
め
上
に
続
く
直
線
で
、
室
内
外
が
仕
切
ら

れ
る
。

部
屋
の
蔀
は
掲
げ
ら
れ
、
御
簾
が
下
が
っ
て
い
る
。
室
内
に
は
、
烏
帽

子
を
被
っ
た
男
性
貴
族
が
上
半
身
を
起
こ
し
、
傍
ら
の
女
性
の
方
を
向

く
。
女
性
の
姿
勢
は
う
つ
ぶ
し
た
状
態
で
あ
る
。
光
源
氏
が
玉
鬘
に
添
い

四
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臥
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

画
面
右
上
に
は
、
紺
青
の
遣
水
と
そ
の
際
に
岩
が
描
か
れ
る
。
ま
た
画

面
右
下
の
庭
に
は
、
緑
色
の
闕
腋
の
袍
を
着
た
平
礼
烏
帽
子
の
人
物
が
、

篝
火
を
守
っ
て
い
る
。
右
近
の
大
夫
で
あ
る
。
枝
を
伸
ば
す
庭
の
樹
木
は

檀
か
。
ま
た
、
赤
茶
色
の
穂
の
草
は
荻
で
あ
ろ
う
。

【
考
察
】

邸
内
で
は
源
氏
が
玉
鬘
に
添
い
臥
し
、
そ
の
前
の
庭
で
は
右
近
の
大
夫

が
篝
火
を
焚
く
と
い
う
図
柄
で
あ
る
。「
承
応
版
」
で
は
本
帖
の
挿
絵
は

全
一
図
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、「
浄
土
寺
扇
面

屏
風
」
１０３
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
１３６
頁
）、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
５５
頁
）、

「
石
山
寺
画
帖
」
篝
火
一
（
一
八
三
図
）、「
出
光
色
紙
画
帖
」
第
十
八
図

（『
佐
野
集
成
』
１３
頁
）、「
東
博
一
得
貼
交
屏
風
」（『
同
』
４０
頁
）、「
海
杜

美
画
帖
」（『
同
』
５８
頁
）、「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」（『
同
』
７６
頁
）、「
白

描
絵
巻
貼
交
屏
風
」（『
同
』
１１６
頁
）、「
高
津
白
描
団
扇
屏
風
」（『
同
』
１７７

頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
４１
頁
）、「
久
保
惣
土
佐
派

貼
交
」（『
同
』
１２０
頁
）、「
ハ
ー
バ
ー
ド
画
帖
」
な
ど
、
こ
の
場
面
は
多
く

描
か
れ
て
い
る
。

中
で
も
「
文
情
奈
良
絵
」
の
よ
う
に
、
画
面
左
上
に
邸
、
右
下
に
篝
火

を
焚
く
と
い
う
構
図
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」「
出
光
色
紙
画
帖
」「
東
博

白
描
色
紙
屏
風
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
に
見
ら
れ
、
そ
の
類
型
が
看
取

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
邸
内
の
玉
鬘
の
う
つ
ぶ
し
た
姿
勢
が
共
通
す
る
の

は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
物
語
本
文
に
即
し
て
、
玉
鬘
は
琴
を
枕
に
し
て
い

る
。
一
方
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
琴
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
玉

鬘
の
姿
勢
が
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
。

な
お
、
源
氏
と
玉
鬘
の
居
所
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
で
は
、
蔀
を
上
げ
、

御
簾
を
下
ろ
し
て
お
り
、
御
簾
を
透
か
し
て
室
内
の
源
氏
と
玉
鬘
の
姿
が

描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
や
「
出

光
色
紙
画
帖
」
と
同
様
の
描
き
方
で
あ
る
。

第
二
十
八
帖

野
分
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【
場
面
】
Ｂ：

野
分
の
翌
朝
、
夕
霧
は
父
の
使
い
で
秋
好
中
宮
を
訪
問
。

女
童
た
ち
が
朝
霧
の
庭
に
下
り
て
虫
籠
に
露
を
含
ま
せ
る
と
こ
ろ
を
覗
き

見
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
７
﹈
夕
霧
は
、
源
氏
の
命
に
よ
り
秋
好
中
宮
の
見
舞
い
に

訪
れ
、
童
女
た
ち
の
姿
を
目
に
す
る

「
い
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
り
つ
る
風
に
、
中
宮
（
秋
好
）
に
、
は
か

ば
か
し
き
宮
司
な
ど
さ
ぶ
ら
ひ
つ
ら
む
や
」
と
て
、
こ
の
君
（
中
将
の

君
・
夕
霧
）
し
て
御
消
息
聞
こ
え
た
ま
ふ
。「
夜
の
風
の
音
は
、
い
か
が

き
こ
し
め
し
つ
ら
む
。
吹
き
乱
り
は
べ
り
し
に
、
お
こ
り
あ
ひ
は
べ
り

て
、
い
と
た
へ
が
た
き
。
た
め
ら
ひ
は
べ
る
ほ
ど
に
な
む
」
と
聞
こ
え
た

ま
ふ
。

中
将
お
り
て
、
中
の
廊
の
戸
よ
り
通
り
て
、
参
り
た
ま
ふ
。
朝
ぼ
ら
け

の
容
貌
、
い
と
め
で
た
く
を
か
し
げ
な
り
。
東
の
対
の
南
の
そ
ば
に
立
ち

て
、
御
前
の
か
た
を
見
や
り
た
ま
へ
ば
、
御
格
子
ま
だ
二
間
ば
か
り
あ
げ

て
、
ほ
の
か
な
る
朝
ぼ
ら
け
の
ほ
ど
に
、
御
簾
巻
き
あ
げ
て
人
々
ゐ
た

り
。
高
欄
に
お
し
か
か
り
つ
つ
、
若
や
か
な
る
限
り
あ
ま
た
見
ゆ
。
う
ち

と
け
た
る
は
い
か
が
あ
ら
む
。
さ
や
か
な
ら
ぬ
あ
け
ぼ
の
の
ほ
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
る
姿
は
、
い
づ
れ
と
も
な
く
を
か
し
。
童
べ
お
ろ
さ
せ
た
ま
ひ

て
、
虫
の
籠
ど
も
に
露
か
は
せ
た
ま
ふ
な
り
け
り
。
紫
苑
、
撫
子
、
濃
き

薄
き
衵
ど
も
に
、
女
郎
花
の
汗
衫
な
ど
や
う
の
、
時
に
あ
ひ
た
る
さ
ま
に

て
、
四
五
人
連
れ
て
、
こ
こ
か
し
こ
の
草
む
ら
に
寄
り
て
、
い
ろ
い
ろ
の

籠
ど
も
を
持
て
さ
ま
よ
ひ
、
撫
子
な
ど
の
、
い
と
あ
は
れ
げ
な
る
枝
ど
も

と
り
も
て
ま
ゐ
る
霧
の
ま
よ
ひ
は
、
い
と
艶
に
ぞ
見
え
け
る
。
吹
き
来
る

追
ひ
風
は
、
紫
苑
こ
と
ご
と
に
匂
ふ
空
も
、
香
の
か
を
り
も
、
触
れ
ば
ひ

た
ま
へ
る
御
け
は
ひ
に
や
、
と
い
と
思
ひ
や
り
め
で
た
く
、
心
げ
さ
う
せ

ら
れ
て
、
た
ち
い
で
に
く
け
れ
ど
、
し
の
び
や
か
に
う
ち
お
と
な
ひ
て
歩

み
い
で
た
ま
へ
る
に
、
人
々
け
ざ
や
か
に
驚
き
顔
に
は
あ
ら
ね
ど
、
み
な

す
べ
り
入
り
ぬ
。
御
参
り
の
ほ
ど
な
ど
、
童
な
り
し
に
入
り
た
ち
馴
れ
た

ま
へ
る
、
女
房
な
ど
も
い
と
け
う
と
く
は
あ
ら
ず
。
御
消
息
啓
せ
さ
せ
た

ま
ひ
て
、
宰
相
の
君
、
内
侍
な
ど
け
は
ひ
す
れ
ば
、
私
ご
と
も
し
の
び
や

か
に
語
ら
ひ
た
ま
ふ
。
こ
れ
は
た
、
さ
言
へ
ど
け
だ
か
く
住
み
た
る
け
は

ひ
あ
り
さ
ま
を
見
る
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
も
の
思
ひ
い
で
ら
る
。

﹇
大
成
﹈
３
巻
８６９
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
５３
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
４３
頁
、﹇
全

集
﹈
３
巻
２６５
頁
、﹇
新
全
集
﹈
３
巻
２７３
頁
、﹇
集
成
﹈
４
巻
１３２
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
５
巻
６７
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
５
巻
４６０
頁

【
解
説
】

画
面
上
部
右
寄
り
の
簀
の
子
縁
の
角
を
頂
点
と
し
て
、
左
右
に
広
い
簀

の
子
縁
と
高
欄
の
直
線
が
伸
び
、
邸
と
簀
の
子
縁
、
庭
の
境
界
を
作
る
。

画
面
左
上
に
は
、
蔀
と
妻
戸
が
閉
ま
っ
た
状
態
で
描
か
れ
る
。
簀
の
子
縁

の
上
に
は
女
性
二
人
が
向
か
い
合
い
、
向
か
っ
て
右
側
の
女
性
は
、
高
欄

に
左
袖
を
掛
け
て
寄
り
か
か
り
、
左
側
の
女
性
の
方
に
、
や
や
傾
け
た
顔

を
向
け
て
い
る
。
左
側
の
女
性
は
後
ろ
姿
で
あ
る
。
秋
好
中
宮
方
の
女
房

六
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た
ち
で
あ
る
。

一
方
、
手
に
手
に
虫
か
ご
を
持
っ
た
三
人
の
女
性
た
ち
が
、
庭
に
下
り

て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
の
女
性
は
、
そ
の
衣
の
色
か
ら
推
し
て
、
他
の

二
人
に
比
し
て
や
や
年
嵩
で
あ
ろ
う
か
。
左
手
に
虫
籠
を
持
ち
、
右
手
を

目
の
前
に
い
る
画
面
中
央
の
女
性
に
差
し
伸
ば
す
。
中
央
の
女
性
は
左
手

に
虫
籠
、
右
手
に
撫
子
と
み
ら
れ
る
花
を
手
に
し
て
、
先
ほ
ど
の
女
性
の

方
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
も
う
一
人
の
左
下
の
女
性
は
後
ろ
姿
な
が
ら
、

右
手
に
虫
籠
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
秋
好
中
宮
方
の
女
の
童
た
ち
で

あ
る
。
画
面
右
下
角
に
は
、
紺
青
の
遣
り
水
が
描
か
れ
、
そ
の
際
に
は
大

き
め
の
岩
が
あ
る
。
岩
陰
の
草
花
は
、
萩
や
薄
な
ど
の
秋
の
七
草
で
あ
ろ

う
。な

お
、
簀
の
子
縁
の
上
に
い
る
女
房
た
ち
は
、
庭
の
女
の
童
た
ち
に
比

し
て
、
よ
り
姿
を
大
き
く
、
か
つ
上
方
か
ら
俯
瞰
し
た
視
点
で
描
か
れ
て

い
る
。

【
考
察
】

簀
の
子
縁
に
い
る
女
房
と
虫
籠
を
持
っ
て
庭
に
下
り
て
遊
ぶ
女
の
童
の

図
柄
は
、「
源
氏
絵
の
な
か
で
も
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
場
面
」（『
源
氏
絵

の
世
界
』
１３８
頁
）
と
さ
れ
、「
具
慶
絵
巻
」
１０７
（『
同
』
１３８
〜
１４０
頁
）
の

他
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
５７
頁
）、「
石
山
寺
画
帖
」
野
分
三
（
一
八
七

図
）、「
承
応
版
」
野
分
巻
第
二
図
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」（『
佐
野
集

成
』
３０
頁
）、「
海
杜
美
画
帖
」（『
同
』
５８
頁
）、「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」

（『
同
』
７７
頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
４２
頁
）、「
毛
利

博
絵
巻
」（
３８
頁
）、「
堺
市
博
色
紙
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。

上
記
の
源
氏
絵
の
う
ち
、
夕
霧
を
描
く
も
の
は
、「
石
山
寺
画
帖
」「
承

応
版
」「
毛
利
博
絵
巻
」
に
限
ら
れ
、
意
外
と
少
な
い
。「
石
山
寺
画
帖
」

「
承
応
版
」
で
は
、
夕
霧
は
簀
の
子
縁
の
上
に
立
ち
、
ま
た
、「
毛
利
博
絵

巻
」
で
は
、
部
屋
の
内
か
ら
御
簾
越
し
に
女
房
や
女
の
童
の
様
子
を
覗
き

見
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、
こ
の
場
面
を
描
く
多
く
の
源
氏
絵
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
夕
霧
の
姿
は
な
い
。
女
房
た
ち
や
庭
の
女
の
童
の
様
子

は
、
物
語
本
文
で
は
夕
霧
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
が
、
絵
を
物
語
本
文
と

と
も
に
鑑
賞
す
る
場
合
に
は
、
夕
霧
の
姿
を
描
か
な
い
こ
と
で
、
観
る
者

の
視
点
は
自
ず
と
夕
霧
の
視
点
と
重
な
っ
て
こ
よ
う
。

ま
た
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、
簀
の
子
縁
に
二
人
の
女
房
、
庭
に
三
人

の
童
女
を
描
く
が
、
類
例
は
、「
具
慶
絵
巻
」「
承
応
版
」「
斎
宮
歴
博
色

紙
屏
風
」「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」「
毛
利
博
絵
巻
」

「
堺
市
博
色
紙
」
に
見
え
る
。

な
お
、
物
語
本
文
に
は
、「
御
格
子
ま
だ
二
間
ば
か
り
あ
げ
て
…
…
御

簾
巻
き
あ
げ
て
人
々
ゐ
た
り
。」
と
あ
り
、
前
掲
の
源
氏
絵
の
中
で
は
、

「
具
慶
絵
巻
」
や
「
京
博
光
吉
画
帖
」「
承
応
版
」
は
、
そ
の
よ
う
な
御
格

子
（
蔀
）
や
御
簾
の
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、
閉

ま
っ
た
ま
ま
の
蔀
と
妻
戸
が
描
か
れ
る
。
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第
二
十
九
帖

行
幸

【
場
面
】
Ｂ：

鷹
狩
り
不
参
の
源
氏
に
、
帝
よ
り
枝
に
つ
け
た
雉
一
対
が

贈
ら
れ
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
４
﹈
物
忌
み
の
た
め
供
奉
し
な
か
っ
た
源
氏
は
、
大
原
野

に
酒
、
く
だ
も
の
な
ど
を
届
け
、
帝
と
歌
の
贈
答

か
う
て
野
に
お
は
し
ま
し
着
き
て
、
御
輿
と
ど
め
、
上
達
部
の
平
張
に

も
の
参
り
、
御
装
束
ど
も
、
直
衣
、
狩
の
装
ひ
な
ど
に
あ
ら
た
め
た
ま
ふ

ほ
ど
に
、
六
条
の
院
よ
り
、
御
酒
、
御
く
だ
も
の
な
ど
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
へ
り
。
今
日
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
べ
く
、
か
ね
て
御
け
し
き
あ
り
け

れ
ど
、
御
も
の
忌
み
の
よ
し
を
奏
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
な
り
け
り
。

蔵
人
の
左
衛
門
の
尉
を
御
使
ひ
に
て
、
雉
ひ
と
枝
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま

ふ
。
仰
せ
ご
と
に
は
な
に
と
か
や
、
さ
や
う
の
を
り
の
こ
と
ま
ね
ぶ
に
わ

づ
ら
は
し
く
な
む
。

雪
深
き
小
塩
の
山
に
た
つ
雉
の
旧
き
あ
と
を
も
今
日
は
尋
ね
よ

太
政
大
臣
の
、
か
か
る
野
の
行
幸
に
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
へ
る
例
な
ど
や

あ
り
け
む
。
大
臣
、
御
使
ひ
を
か
し
こ
ま
り
、
も
て
な
さ
せ
た
ま
ふ
。

小
塩
山
み
ゆ
き
積
も
れ
る
松
原
に
今
日
ば
か
り
な
る
あ
と
や
な
か
ら

む

と
、
そ
の
こ
ろ
ほ
ひ
聞
き
し
こ
と
の
、
そ
ば
そ
ば
思
ひ
い
で
ら
る
る
は
、

ひ
が
ご
と
に
や
あ
ら
む
。

﹇
大
成
﹈
３
巻
８８７
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
６９
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
６０
頁
、﹇
全

集
﹈
３
巻
２８４
頁
、﹇
新
全
集
﹈
３
巻
２９２
頁
、﹇
集
成
﹈
４
巻
１５０
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
５
巻
８０
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
６
巻
３５
頁

【
解
説
】

画
面
中
央
に
は
、「
へ
」
の
字
の
形
に
広
め
の
簀
の
子
縁
が
描
か
れ
、

高
欄
と
と
も
に
、
そ
の
直
線
で
画
面
が
仕
切
ら
れ
る
。
ま
た
、
画
面
左
下

の
立
蔀
も
、
右
斜
め
上
、
画
面
中
央
に
向
か
っ
て
描
か
れ
、
簀
の
子
縁
や

高
欄
の
左
半
分
と
並
行
す
る
。
こ
の
立
蔀
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
お
い

て
、
花
散
里
巻
・
須
磨
巻
・
朝
顔
巻
・
梅
枝
巻
に
も
同
様
に
描
か
れ
て
い

る
。
画
面
中
央
に
は
、
大
小
二
本
の
木
が
緑
色
の
葉
を
付
け
る
。「
文
情

奈
良
絵
」
若
紫
巻
に
描
か
れ
た
木
と
酷
似
す
る
。

八

社会科学 第 53巻 第 2号



画
面
左
上
の
蔀
を
掲
げ
た
室
内
に
は
、
垂
纓
冠
を
着
け
、
浮
線
綾
文
ら

し
き
花
文
の
白
い
袍
を
着
た
男
性
貴
族
が
座
す
。
光
源
氏
で
あ
る
。
一

方
、
画
面
右
側
、
蔀
の
前
の
簀
の
子
縁
に
は
、
闕
腋
袍
を
着
た
三
人
の
男

性
貴
族
が
描
か
れ
る
。
先
頭
は
蔵
人
の
左
衛
門
の
尉
で
、
巻
纓
冠
を
被

り
、
木
の
枝
に
付
け
た
二
羽
の
雉
を
持
つ
。
残
り
の
二
人
は
立
烏
帽
子

で
、
中
央
の
男
性
は
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
視
線
の
先

に
い
る
男
性
は
、
横
顔
が
描
か
れ
る
。

画
面
右
下
に
は
、
金
雲
に
隠
れ
て
、
紺
青
の
遣
り
水
と
大
き
め
の
岩
が

あ
る
。

【
考
察
】

帝
か
ら
光
源
氏
へ
雉
一
枝
（
雌
雄
一
対
）
が
贈
ら
れ
る
場
面
は
、「
浄

土
寺
扇
面
を
は
じ
め
光
吉
な
ど
流
派
を
問
わ
ず
手
が
け
ら
れ
て
お
り
、
行

幸
の
よ
う
す
そ
の
も
の
に
劣
ら
ず
作
例
が
多
い
。」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
１４３

頁
）
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
ま
ず
留
意
さ
れ
る
の
は
、
源
氏
の
描
き
方
の
違
い
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
邸
内
に
座
す
源
氏
の
姿
を
、
顔
を
隠
さ
ず
描
く
例
に

は
、「
石
山
寺
画
帖
」
行
幸
三
（
一
九
五
図
）、「
海
杜
美
画
帖
」（『
佐
野

集
成
』
５８
頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
４４
頁
）
が
あ

り
、「
文
情
奈
良
絵
」
も
こ
の
類
に
属
す
る
。
一
方
、
源
氏
の
顔
を
御
簾

で
（
あ
る
い
は
部
屋
の
奥
に
）
隠
す
も
の
に
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
５９

頁
）
や
「
東
博
一
得
貼
交
屏
風
」（『
佐
野
集
成
』
４９
頁
）、「
東
博
白
描
色

紙
屏
風
」（『
同
』
７７
頁
）、「
扇
面
貼
付
屏
風
」（『
同
』
１８７
頁
）、「
堺
市
博

色
紙
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
源
氏
は
邸
の
内
に
い
て
、
顔
は
お
ろ
か
姿
を

も
描
か
な
い
例
と
し
て
は
、「
大
分
歴
資
伝
光
信
」（『
佐
野
集
成
』
２４４

頁
）、「
毛
利
博
絵
巻
」（
４０
頁
）
が
あ
る
。
源
氏
絵
に
お
い
て
顔
を
隠
す

の
は
、
帝
の
場
合
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
顔
を
隠
し
た

光
源
氏
の
描
写
は
、
源
氏
を
帝
さ
な
が
ら
の
待
遇
で
描
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。

ま
た
、
簀
の
子
縁
に
い
る
帝
の
使
者
ら
と
し
て
、
蔵
人
の
左
衛
門
の
尉

を
含
め
て
三
人
の
人
物
を
描
く
例
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
他
、「
東
博
一

得
貼
交
屏
風
」「
堺
市
博
色
紙
」
が
あ
る
。
な
お
、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」

で
は
、
使
者
ら
三
人
に
加
え
、
童
一
人
が
描
か
れ
る
が
、
使
者
ら
の
姿
勢

や
顔
の
向
き
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
酷
似
す
る
。
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第
三
十
二
帖

梅
枝

【
場
面
】
Ｄ：

（
薫
物
合
わ
せ
の
）
そ
の
明
け
方
、
帰
ろ
う
と
す
る
螢
兵
部

卿
宮
に
源
氏
、
直
衣
と
薫
物
を
贈
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
６
﹈
酒
宴
と
管
絃
、
人
々
の
和
歌
、
源
氏
は
蛍
の
宮
に
直

衣
や
薫
物
の
贈
り
物

ま
こ
と
に
明
け
が
た
に
な
り
て
ぞ
、
宮
帰
り
た
ま
ふ
。
御
贈
り
も
の

に
、
み
づ
か
ら
の
御
料
の
御
直
衣
の
御
よ
そ
ひ
一
領
、
手
ふ
れ
た
ま
は
ぬ

薫
物
ふ
た
壺
そ
へ
て
、
御
車
に
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
宮
、

花
の
香
を
え
な
ら
ぬ
袖
に
う
つ
し
も
て
こ
と
あ
や
ま
り
と
妹
や
と
が

め
む

と
あ
れ
ば
、「
い
と
屈
し
た
り
や
」
と
笑
ひ
た
ま
ふ
。
御
車
か
く
る
ほ
ど

に
追
ひ
て
、

「
め
づ
ら
し
と
古
里
人
も
待
ち
ぞ
み
む
花
の
錦
を
着
て
か
へ
る
君

ま
た
な
き
こ
と
と
お
ぼ
さ
る
ら
む
」
と
あ
れ
ば
、
い
と
い
た
う
か
ら
が
り

た
ま
ふ
。
次
々
の
君
達
に
も
、
こ
と
ご
と
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
、
細
長
、
小

袿
な
ど
か
づ
け
た
ま
ふ
。

﹇
大
成
﹈
３
巻
９８１
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
１６６
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
１５８
頁
、﹇
全

集
﹈
３
巻
４０４
頁
、﹇
新
全
集
﹈
３
巻
４１２
頁
、﹇
集
成
﹈
４
巻
２６１
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
５
巻
１５９
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
６
巻
３３６
頁

【
解
説
】

画
面
左
上
か
ら
、
蔀
、
簀
の
子
縁
、
高
欄
、
立
蔀
と
階
の
直
線
が
、
斜

め
に
画
面
を
仕
切
る
。
簀
の
子
縁
の
左
端
に
は
、
立
烏
帽
子
に
浮
線
綾
文

ら
し
き
花
文
の
白
い
袍
を
着
た
男
性
貴
族
が
、
庭
の
方
に
向
い
て
立
つ
。

蛍
の
宮
で
あ
る
。
そ
こ
に
向
か
っ
て
、
闕
腋
の
袍
の
男
性
が
、
乱
箱
を
両

手
に
捧
げ
持
ち
、
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
前
方
の
男
性
は
、
蛍
の

宮
と
同
じ
立
烏
帽
子
で
、
乱
箱
に
は
、
心
葉
を
添
え
た
二
つ
の
黒
い
壺
を

載
せ
て
い
る
。
ま
た
後
方
の
男
性
は
、
乱
箱
に
衣
（
直
衣
）
を
載
せ
て
持

つ
。階

の
手
前
、
金
雲
の
陰
に
、
梅
の
木
が
枝
を
伸
ば
し
、
薄
紅
の
花
や
つ

ぼ
み
を
付
け
て
い
る
。
そ
の
傍
ら
に
は
牛
車
の
屋
根
が
見
え
、
二
人
の
人

物
が
描
か
れ
る
。
こ
の
引
立
烏
帽
子
に
闕
腋
の
袍
の
男
性
と
童
は
、
車
副

一
〇

社会科学 第 53巻 第 2号



で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
後
に
は
、
紺
青
の
遣
り
水
が
広
が
る
。

【
考
察
】

簀
の
子
縁
に
、
立
ち
姿
の
蛍
の
宮
と
、
贈
り
物
を
捧
げ
持
つ
男
性
二
人

を
描
く
例
に
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
６５
頁
）、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」

（『
佐
野
集
成
』
３１
頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
４７
頁
）、

「
堺
市
博
色
紙
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
蛍
の
宮
は
、
同
様
の
花
文
の
白
い

袍
を
着
て
い
る
が
、
簀
の
子
縁
を
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て
歩
を
進
め
て
い

る
「
京
博
光
吉
画
帖
」
に
対
し
、「
文
情
奈
良
絵
」
を
含
む
他
の
絵
で
は
、

庭
の
方
を
向
く
。

贈
り
物
の
描
き
方
を
見
て
み
る
と
、
乱
箱
に
載
せ
ら
れ
た
香
壺
の
色

は
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
み
ふ
た
つ
と
も
黒
色
（
黒
漆
で
あ
ろ
う
か
）
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
以
外
の
絵
で
は
、
白
と
紺
が
ひ
と
つ
ず
つ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
前
掲
﹇
該
当
本
文
﹈
の
引
用
箇
所
よ
り
も
前
に
あ
る
次
の

本
文
の
内
容
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
３
﹈
蛍
の
宮
の
訪
れ
、
前
斎
院
朝
顔
か
ら
薫
物
が
届
け
ら
れ
る

沈
の
箱
に
、
瑠
璃
の
坏
二
つ
据
ゑ
て
、
大
き
に
ま
ろ
が
し
つ
つ
入
れ

た
ま
へ
り
。
心
葉
、
紺
瑠
璃
に
は
五
葉
の
枝
、
白
き
に
は
梅
を
ゑ
り

て
、
同
じ
く
ひ
き
結
び
た
る
糸
の
さ
ま
も
、
な
よ
び
か
に
な
ま
め
か

し
う
ぞ
し
た
ま
へ
る
。

﹇
大
成
﹈
３
巻
９７７
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
１６１
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
１５４
頁
、

﹇
全
集
﹈
３
巻
３９８
頁
、﹇
新
全
集
﹈
３
巻
４０６
頁
、﹇
集
成
﹈
４
巻
２５５
頁
、

﹇
角
川
文
庫
﹈
５
巻
１５５
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
６
巻
３１８
頁

も
っ
と
も
、
物
語
本
文
に
い
う
「
手
ふ
れ
た
ま
は
ぬ
薫
物
ふ
た
壺
」
は
、

必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
色
と
は
限
る
ま
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
文
情
奈
良

絵
」
は
、
こ
の
情
報
を
当
該
場
面
の
絵
に
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
乱
れ
箱
に
載
せ
た
贈
り
物
の
直
衣
の
色
柄
は
、「
文
情
奈

良
絵
」
以
外
で
は
、
蛍
の
宮
が
着
用
し
て
い
る
も
の
と
同
様
に
描
く
。
い

ず
れ
も
「
文
情
奈
良
絵
」
が
、
他
の
絵
と
は
一
線
を
画
す
描
き
方
で
あ

る
。庭

に
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
を
含
む
上
記
の
五
枚
の
絵
の
す
べ
て
に
、

巻
名
ど
お
り
の
紅
梅
の
木
、
そ
し
て
牛
車
と
車
副
が
描
か
れ
る
。
車
副
の

人
数
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
で
は
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」
と
同
じ
く
、

童
と
従
者
の
ふ
た
り
で
あ
る
が
、「
京
博
光
吉
画
帖
」
で
は
、
こ
れ
に
加

え
て
白
い
袍
の
従
者
ひ
と
り
が
従
う
。
ま
た
、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」「
堺

市
博
色
紙
」
で
は
、
さ
ら
に
従
者
が
ひ
と
り
多
く
、
四
人
の
車
副
が
描
か

れ
る
。
な
お
、
車
副
の
衣
の
色
に
つ
い
て
、「
文
情
奈
良
絵
」
は
、「
京
博

光
吉
画
帖
」
の
白
い
袍
の
従
者
を
除
く
二
人
に
酷
似
す
る
点
に
も
留
意
し

た
い
。
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第
三
十
四
帖

若
菜
上

【
場
面
】
Ａ：

源
氏
の
四
十
の
賀
を
玉
鬘
、
心
を
尽
く
し
て
用
意
し
祝
う
。

若
菜
を
奉
る
席
に
玉
鬘
の
若
君
も
同
伴
、
歌
を
交
わ
す
。

【
該
当
本
文
】﹇
１９
﹈
源
氏
は
四
十
賀
を
辞
退
、
玉
鬘
が
不
意
に
訪
れ
て
若

菜
を
献
じ
、
賀
宴
と
な
る

人
々
参
り
な
ど
し
た
ま
ひ
て
、
御
座
に
い
で
た
ま
ふ
と
て
、
尚
侍
の
君

に
御
対
面
あ
り
。
御
心
の
う
ち
に
は
、
い
に
し
へ
お
ぼ
し
い
づ
る
こ
と
ど

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
り
け
む
か
し
。
い
と
若
く
き
よ
ら
に
て
、
か
く
御
賀
な

ど
言
ふ
こ
と
は
、
ひ
が
か
ぞ
へ
に
や
と
お
ぼ
ゆ
る
さ
ま
の
、
な
ま
め
か
し

く
人
の
親
げ
な
く
お
は
し
ま
す
を
、
め
づ
ら
し
く
て
、
年
月
隔
て
て
見
た

て
ま
つ
り
た
ま
ふ
は
、
い
と
恥
づ
か
し
け
れ
ど
、
な
ほ
け
ざ
や
か
な
る
隔

て
も
な
く
て
、
御
も
の
語
り
聞
こ
え
か
は
し
た
ま
ふ
。
幼
き
君
も
、
い
と

う
つ
く
し
く
て
も
の
し
た
ま
ふ
。
尚
侍
の
君
は
、「
う
ち
続
き
て
も
御
覧

ぜ
ら
れ
し
こ
と
」
と
の
た
ま
ひ
け
る
を
、
大
将
（
髭
黒
）
の
、
か
か
る
つ

い
で
に
だ
に
御
覧
ぜ
さ
せ
む
、
と
て
二
人
同
じ
や
う
に
、
振
り
分
け
髪
の

な
に
心
な
き
直
衣
姿
ど
も
に
て
お
は
す
。

「
過
ぐ
る
齢
も
、
み
づ
か
ら
の
心
に
は
こ
と
に
思
ひ
と
が
め
ら
れ
ず
、

た
だ
昔
な
が
ら
の
若
々
し
き
あ
り
さ
ま
に
て
、
あ
ら
た
む
る
こ
と
も
な
き

を
、
か
か
る
す
ゑ
ず
ゑ
の
も
よ
ほ
し
に
な
む
、
な
ま
は
し
た
な
き
ま
で
思

ひ
知
ら
る
る
を
り
も
は
べ
り
け
る
。
中
納
言
の
い
つ
し
か
と
ま
う
け
た
な

る
を
、
こ
と
こ
と
し
く
思
ひ
隔
て
て
、
ま
だ
見
せ
ず
か
し
。
人
よ
り
こ
と

に
か
ぞ
へ
と
り
た
ま
ひ
け
る
今
日
の
子
の
日
こ
そ
、
な
ほ
う
れ
た
け
れ
。

し
ば
し
は
老
い
を
忘
れ
て
も
は
べ
る
べ
き
を
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
尚
侍

の
君
も
、
い
と
よ
く
ね
び
ま
さ
り
、
も
の
も
の
し
き
け
さ
へ
そ
ひ
て
、
見

る
か
ひ
あ
る
さ
ま
し
た
ま
へ
り
。

若
葉
さ
す
野
辺
の
小
松
を
ひ
き
連
れ
て
も
と
の
岩
根
を
祈
る
今
日
か

な

と
、
せ
め
て
大
人
び
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
沈
の
折
敷
四
つ
し
て
、
御
若
菜
さ

ま
ば
か
り
参
れ
り
。
御
土
器
取
り
た
ま
ひ
て
、

小
松
原
末
の
よ
は
ひ
に
引
か
れ
て
や
野
辺
の
若
菜
も
年
を
つ
む
べ
き

な
ど
聞
こ
え
か
は
し
た
ま
ひ
て
、
上
達
部
あ
ま
た
南
の
廂
に
着
き
た
ま

一
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ふ
。

﹇
大
成
﹈
４
巻
１０５３
頁
、﹇
大
系
﹈
３
巻
２４１
頁
、﹇
新
大
系
﹈
３
巻
２３４
頁
、﹇
全

集
﹈
４
巻
４９
頁
、﹇
新
全
集
﹈
４
巻
５６
頁
、﹇
集
成
﹈
５
巻
４８
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
６
巻
４２
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
７
巻
９５
頁

【
解
説
】

画
面
右
上
に
は
、
庭
の
遣
り
水
が
紺
青
で
描
か
れ
、
そ
の
手
前
に
は
一

本
の
木
が
緑
の
葉
を
付
け
た
枝
を
伸
ば
す
。
庭
と
邸
内
と
を
仕
切
る
の

は
、
邸
の
梁
と
高
欄
・
簀
の
子
縁
の
右
下
が
り
の
直
線
で
あ
る
。
画
面
左

下
に
も
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
梁
と
襖
の
縁
の
直
線
が
あ
る
。
邸
内
の
畳

の
縁
も
、
こ
れ
ら
に
平
行
す
る
直
線
が
目
立
つ
。

邸
内
に
は
、
画
面
左
の
屏
風
の
傍
ら
に
女
性
貴
族
が
座
っ
て
い
る
。
玉

鬘
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
前
に
は
、
垂
纓
冠
に
浮
線
綾
文
ら
し
き
花
文
の

白
い
袍
を
着
た
男
性
貴
族
が
座
し
、
玉
鬘
の
方
を
向
く
。
目
の
前
に
あ
る

白
い
台
は
、
沈
の
折
敷
を
脚
付
き
で
描
い
た
も
の
か
。

画
面
右
下
に
は
、
紺
青
の
壺
が
二
本
あ
る
。
酒
を
入
れ
る
瓶
子
で
あ
ろ

う
。
そ
の
傍
に
い
る
後
ろ
姿
の
女
性
は
、
宴
の
世
話
を
す
る
女
房
と
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
画
面
向
か
っ
て
左
側
の
童
形
（
振
り
分
け
髪
）
の
二

人
は
、
源
氏
と
同
じ
浮
線
綾
文
ら
し
き
花
文
の
白
い
袍
を
着
て
お
り
、
互

い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
玉
鬘
の
子
ど
も
た
ち
で
あ

る
。

【
考
察
】

玉
鬘
が
ふ
た
り
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
、
源
氏
の
四
十
賀
を
祝
う
場
面

は
、「
石
山
寺
画
帖
」
若
菜
上
四
（
二
二
六
図
）、「
承
応
版
」
第
三
図
、

「
出
光
色
紙
画
帖
」（『
佐
野
集
成
』
１２
頁
）、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」

（『
同
』
３２
頁
）、「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」（『
同
』
７９
頁
）、「
白
描
絵
巻
貼

交
屏
風
」（『
同
』
１２１
頁
）、「
高
津
白
描
団
扇
屏
風
」（『
同
』
１７５
頁
）、「
久

保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
４９
頁
）
に
見
え
る
。

「
文
情
奈
良
絵
」
の
画
面
右
下
に
描
か
れ
る
瓶
子
は
、
物
語
本
文
に
は

表
面
上
、
出
て
こ
な
い
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、「
瓶
子
」
の
語
は
三

例
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宿
木
巻
の
「
紺
瑠
璃
」

の
瓶
子
で
あ
る
。

﹇
４６
﹈
女
二
の
宮
の
三
条
宮
渡
御
の
前
日
、
藤
壺
で
帝
主
催
の
藤
の

花
の
宴
、
薫
の
婿
君
と
し
て
の
す
ば
ら
し
さ

宮
の
御
方
よ
り
、
粉
熟
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
へ
り
。
沈
の
折
敷
四
つ
、
紫

檀
の
高
坏
、
藤
の
村
濃
の
打
敷
き
に
折
り
枝
縫
ひ
た
り
。
銀
の
様

器
、
瑠
璃
の
御
盃
、
瓶
子
は
紺
瑠
璃
な
り
。
兵
衛
の
督
、
御
ま
か
な

ひ
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

﹇
大
島
本
﹈
影
印
１０３
丁
表
、﹇
大
成
﹈
６
巻
１７７８
頁
、﹇
大
系
﹈
５
巻
１１６

頁
、﹇
新
大
系
﹈
５
巻
１０６
頁
、﹇
全
集
﹈
５
巻
４６９
頁
、﹇
新
全
集
﹈
５

巻
４８２
頁
、﹇
集
成
﹈
７
巻
２５２
頁
、﹇
角
川
文
庫
﹈
９
巻
１１６
頁
、﹇
玉
上

評
釈
﹈
１１
巻
２７６
頁
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こ
の
よ
う
に
、「
紺
瑠
璃
」
の
「
瓶
子
」
は
、「
銀
の
様
器
」「
瑠
璃
の
御

盃
」
に
並
ん
で
、
宴
席
の
豪
華
さ
を
象
徴
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
若
菜
上
の
源
氏
四
十
賀
の
祝
い
で
は
、
物
語
本
文
に
「
瓶
子
」

の
語
こ
そ
出
て
こ
な
い
が
、
源
氏
は
「
御
土
器
取
り
た
ま
ひ
て
」
歌
を
詠

ん
で
お
り
、
宿
木
巻
の
「
紺
瑠
璃
」
の
瓶
子
が
、
そ
の
場
の
宴
の
様
子
を

象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
巻
や
場
面
を
超
え
て
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」
に
も
、
ふ
た
つ
の
瓶
子
が
画
面
右
下
に

描
か
れ
る
。
紺
色
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も
類
例
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
前

掲
の
源
氏
絵
の
中
で
は
、
瓶
子
を
描
く
も
の
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
。

な
お
、
物
語
本
文
に
は
「
沈
の
折
敷
四
つ
し
て
」
と
あ
る
が
、「
文
情

奈
良
絵
」
の
画
中
に
、
折
敷
ら
し
い
も
の
は
、
源
氏
の
前
に
置
か
れ
た
三

宝
ひ
と
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
先
に
触
れ
た
「
斎
宮
歴
博
色
紙

屏
風
」
に
共
通
す
る
。
実
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
と
「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏

風
」
は
、
当
該
画
面
の
人
物
の
位
置
や
構
図
、
顔
の
向
き
も
同
一
で
あ

る
。さ

て
、「
石
山
寺
画
帖
」「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」「
高
津
白
描
団
扇
屏

風
」
で
も
三
宝
が
描
か
れ
る
が
、
源
氏
と
玉
鬘
、
そ
し
て
玉
鬘
の
ふ
た
り

の
子
ど
も
た
ち
の
前
に
ひ
と
つ
ず
つ
と
、
部
屋
の
中
央
に
少
し
大
き
め
の

も
の
が
ひ
と
つ
の
計
五
つ
が
あ
る
。「
沈
の
折
敷
四
つ
」
に
該
当
す
る
の

は
、
中
央
の
も
の
を
除
い
た
四
つ
か
。「
白
描
絵
巻
貼
交
屏
風
」
も
、
構

図
こ
そ
異
な
る
が
、
三
宝
の
数
と
位
置
は
同
様
で
あ
る
。「
出
光
色
紙
画

帖
」「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」
で
は
、
源
氏
と
玉
鬘
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

ふ
た
り
の
前
に
、
三
宝
が
ひ
と
つ
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
、「
承
応

版
」
で
は
、
三
宝
と
は
別
に
、
源
氏
の
前
に
四
つ
、
脚
の
付
い
て
い
な
い

折
敷
が
並
ぶ
。
こ
れ
が
「
沈
の
折
敷
四
つ
」
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
十
六
帖

柏
木

【
場
面
】
Ａ：

（
２
）
父
大
臣
は
修
験
者
と
語
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
３
﹈
父
大
臣
は
修
験
者
を
招
い
て
の
加
持
、
柏
木
は
抜
け

出
て
小
侍
従
と
自
分
の
罪
、
女
三
の
宮
の
こ
と
を
語
る

一
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大
臣
、
か
し
こ
き
行
ひ
人
、
葛
城
山
よ
り
請
じ
い
で
た
る
、
待
ち
受
け

た
ま
ひ
て
、
加
持
ま
ゐ
ら
せ
む
と
し
た
ま
ふ
。
御
修
法
、
読
経
な
ど
も
、

い
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
騒
ぎ
た
り
。
人
の
申
す
ま
ま
に
、
さ
ま
ざ
ま
聖

だ
つ
験
者
な
ど
、
を
さ
を
さ
世
に
も
聞
こ
え
ず
深
き
山
に
籠
り
た
る
な
ど

を
も
、
弟
の
君
達
を
つ
か
は
し
つ
つ
、
尋
ね
召
す
に
、
け
に
く
く
心
づ
き

な
き
山
伏
ど
も
な
ど
も
い
と
多
く
参
る
。
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ
さ
ま
の
、
そ

こ
は
か
と
な
く
も
の
を
心
細
く
思
ひ
て
、
音
を
の
み
と
き
ど
き
泣
き
た
ま

ふ
。
陰
陽
師
な
ど
も
、
多
く
は
女
の
霊
と
の
み
占
ひ
申
し
け
れ
ば
、
さ
る

こ
と
も
や
と
お
ぼ
せ
ど
、
さ
ら
に
も
の
の
け
の
あ
ら
は
れ
い
で
来
る
も
な

き
に
思
ほ
し
わ
づ
ら
ひ
て
、
か
か
る
く
ま
ぐ
ま
を
も
尋
ね
た
ま
ふ
な
り
け

り
。

﹇
大
成
﹈
４
巻
１２２９
頁
、﹇
大
系
﹈
４
巻
１４
頁
、﹇
新
大
系
﹈
４
巻
７
頁
、﹇
全

集
﹈
４
巻
２８３
頁
、﹇
新
全
集
﹈
４
巻
２９２
頁
、﹇
集
成
﹈
５
巻
２７０
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
７
巻
２２
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
８
巻
２８
頁

【
解
説
】

画
面
右
上
に
見
え
る
金
雲
に
隠
れ
た
紺
青
の
部
分
は
、
庭
の
遣
り
水
で

あ
ろ
う
。
そ
の
手
前
に
は
、
や
は
り
金
雲
に
隠
れ
る
よ
う
に
緑
の
松
が
枝

を
広
げ
る
。
さ
ら
に
そ
の
右
側
に
は
、
上
に
向
か
っ
て
枝
を
伸
ば
す
細
い

木
が
描
か
れ
る
。

邸
の
梁
と
高
欄
・
簀
の
子
縁
の
右
下
が
り
の
直
線
が
、
庭
と
邸
内
と
を

仕
切
る
。
画
面
左
下
に
は
、
遣
戸
や
妻
戸
の
上
部
の
梁
が
、
こ
れ
と
並
行

す
る
。
そ
し
て
、
邸
内
の
畳
の
縁
の
長
辺
も
平
行
に
走
る
。

画
面
左
上
の
蔀
の
前
に
立
て
ら
れ
た
屏
風
を
背
に
し
て
、
立
烏
帽
子
に

浮
線
綾
文
ら
し
き
花
文
の
白
い
袍
を
着
た
男
性
貴
族
が
座
す
。
柏
木
の
父

大
臣
で
あ
る
。
対
す
る
の
は
、
山
伏
の
姿
を
し
た
修
行
者
で
、
画
面
右
下

の
部
屋
の
隅
に
座
る
。

【
考
察
】

柏
木
の
病
が
重
く
な
る
一
方
で
あ
る
の
を
心
配
し
た
父
大
臣
が
、
修
験

者
に
加
持
を
依
頼
し
よ
う
と
、
切
羽
詰
ま
っ
て
、
身
分
を
問
わ
ず
山
伏
を

招
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
画
面
左
側
の
父
大
臣
と
右
側
の
山
伏
が
向
か

い
合
う
構
図
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
７３
頁
）、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」

（『
佐
野
集
成
』
３３
頁
）、「
東
博
白
描
色
紙
屏
風
」（『
同
』
８０
頁
）
と
共
通

す
る
。
ま
た
、「
海
杜
美
画
帖
」（『
同
』
５９
頁
）
で
は
、
同
様
の
図
柄
が
、

画
面
左
上
の
邸
の
内
に
描
か
れ
る
。
な
お
、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土

佐
派
源
氏
』
５３
頁
）
で
は
、
ふ
た
り
の
人
物
の
配
置
は
同
じ
で
あ
る
が
、

山
伏
の
方
は
僧
の
姿
で
あ
り
、
部
屋
の
外
に
三
人
の
山
伏
が
控
え
て
い

る
。一

方
、「
石
山
寺
画
帖
」
柏
木
一
（
二
五
一
図
）
で
は
、
画
面
左
側
に

は
父
大
臣
と
山
伏
の
い
る
部
屋
を
、
右
上
に
は
床
に
伏
す
柏
木
と
そ
の
傍

ら
に
い
る
小
侍
従
の
部
屋
を
描
く
。
こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
画
面
に
ふ

た
つ
の
部
屋
を
描
く
構
図
の
絵
に
は
、「
出
光
色
紙
画
帖
」（『
佐
野
集
成
』

１１
頁
）、「
毛
利
博
絵
巻
」（
５０
頁
）、「
堺
市
博
色
紙
」
が
あ
る
が
、「
毛
利
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博
絵
巻
」
で
は
父
大
臣
は
僧
と
対
し
て
お
り
、
ふ
た
つ
の
部
屋
の
位
置
も

逆
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
臣
と
修
験
者
、
柏
木
と
小
侍
従
の
ふ
た
つ
の
部
屋

を
描
く
の
は
、
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
で
同
時
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
大
臣
と
修
験
者
の
部
屋
の
み
を
描
く
場
合
は
、

大
臣
の
柏
木
を
心
配
す
る
親
心
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま

た
、
父
大
臣
が
山
伏
に
対
す
る
絵
が
目
に
付
く
が
、
身
分
を
問
わ
ず
山
伏

を
部
屋
に
招
き
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
大
臣
の
切
羽
詰
ま
っ
た
心
情
が

表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
大
臣
が
僧
に
対
す
る
絵
も
あ
る

が
、
修
験
者
に
加
持
を
依
頼
す
る
と
し
て
も
、
大
臣
が
山
伏
を
部
屋
に
招

き
入
れ
る
の
は
不
自
然
と
見
た
場
合
は
、
僧
を
描
く
と
い
う
判
断
も
あ
り

得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
十
二
帖

匂
宮

【
場
面
】
Ｂ：

夕
霧
の
催
す
賭
弓
の
還
饗
に
、
匂
宮
・
薫
ら
車
を
連
ね
、

六
条
院
へ
。
雪
降
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
１１
﹈
夕
霧
は
賭
弓
の
還
饗
を
六
条
院
で
催
し
、
親
王
た
ち

や
匂
宮
を
誘
う
、
薫
の
芳
香
の
め
で
た
さ

例
の
、
左
あ
な
が
ち
に
勝
ち
ぬ
。
例
よ
り
は
と
く
こ
と
は
て
て
、
大
将

ま
か
で
た
ま
ふ
。
兵
部
卿
の
宮
、
常
陸
の
宮
、
后
腹
の
五
の
宮
と
、
ひ
と

つ
車
に
ま
ね
き
乗
せ
た
て
ま
つ
り
て
、
ま
か
で
た
ま
ふ
。
宰
相
の
中
将
は

負
け
が
た
に
て
、
音
な
く
ま
か
で
た
ま
ひ
に
け
る
を
、「
親
王
た
ち
お
は

し
ま
す
御
送
り
に
は
参
り
た
ま
ふ
ま
じ
や
」
と
、
お
し
と
ど
め
さ
せ
て
、
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御
子
の
右
衛
門
の
督
、
権
中
納
言
、
右
大
弁
な
ど
、
さ
ら
ぬ
上
達
部
あ
ま

た
こ
れ
か
れ
に
乗
り
ま
じ
り
、
い
ざ
な
ひ
た
て
て
、
六
条
の
院
へ
お
は

す
。
道
の
や
や
ほ
ど
ふ
る
に
、
雪
い
さ
さ
か
散
り
て
、
艶
な
る
た
そ
か
れ

時
な
り
。
も
の
の
音
を
か
し
き
ほ
ど
に
吹
き
た
て
遊
び
て
入
り
た
ま
ふ

を
、
げ
に
こ
こ
を
お
き
て
、
い
か
な
ら
む
仏
の
国
に
か
は
、
か
や
う
の
を

り
ふ
し
の
心
や
り
所
を
求
め
む
、
と
見
え
た
り
。

﹇
大
成
﹈
５
巻
１４４０
頁
、﹇
大
系
﹈
４
巻
２３０
頁
、﹇
新
大
系
﹈
４
巻
２２３
頁
、﹇
全

集
﹈
５
巻
２７
頁
、﹇
新
全
集
﹈
５
巻
３３
頁
、﹇
集
成
﹈
６
巻
１７６
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
８
巻
３６
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
９
巻
２３９
頁

【
解
説
】

画
面
は
、
三
箇
所
の
塀
で
仕
切
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
画
面
左
上
に
逆

「
く
」
の
字
型
に
、
ま
た
、
画
面
右
上
に
右
下
が
り
、
画
面
下
方
に
右
上

が
り
の
直
線
で
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
、
そ
の
内
側
の
道
を
牛
車
の
一
行
が
通

っ
て
い
る
と
い
う
図
柄
で
あ
る
。
画
面
右
側
と
左
下
方
の
塀
の
側
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
柳
が
一
本
ず
つ
枝
を
な
び
か
せ
て
い
る
。

先
頭
の
牛
車
の
前
に
は
、
車
副
が
三
人
付
き
従
う
。
先
頭
は
童
で
、
次

に
引
立
烏
帽
子
の
人
物
、
そ
し
て
立
傘
を
担
い
だ
白
い
狩
衣
の
人
物
が
描

か
れ
る
。
さ
ら
に
続
く
牛
車
の
前
に
も
白
い
狩
衣
の
男
性
と
童
が
付
き
、

車
の
傍
ら
に
は
三
人
の
車
副
が
従
う
。
中
央
の
人
物
は
、
白
い
狩
衣
に
引

立
烏
帽
子
で
あ
る
。

【
考
察
】

夕
霧
が
宮
中
の
賭
弓
の
還
饗
を
設
け
た
六
条
院
に
、
匂
宮
や
薫
一
行
が

車
を
連
ね
て
向
か
う
場
面
で
あ
る
。「
文
情
奈
良
絵
」
の
屈
曲
し
た
道
の

構
図
は
、「
京
博
光
吉
画
帖
」（
８５
頁
）、「
石
山
寺
画
帖
」
匂
宮
一
（
二
八

九
図
）
と
共
通
す
る
。
ま
た
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」（『
佐
野
集
成
』
３５

頁
）
は
、
よ
り
範
囲
を
狭
め
て
、
牛
車
の
一
行
を
画
面
に
大
き
く
描
く
。

一
方
、「
海
杜
美
画
帖
」（『
佐
野
集
成
』
６０
頁
）
は
、
ほ
ぼ
左
右
反
転
の

構
図
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
具
慶
絵
巻
」
１６１
（『
源
氏
絵
の
世
界
』

２０４
・
２０５
頁
）、「
久
保
惣
光
吉
手
鑑
」（『
土
佐
派
源
氏
』
６２
頁
）
で
は
、
画

面
右
下
に
「
く
」
の
字
形
の
塀
を
描
き
、
そ
の
前
を
牛
車
の
一
行
が
左
向

き
に
進
む
図
柄
で
あ
る
。
同
様
の
「
く
」
の
字
形
の
塀
は
、「
ハ
ー
バ
ー

ド
画
帖
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
一
行
は
塀
に
沿
っ
て
画
面
上
か
ら
左
下
、

そ
し
て
右
下
へ
と
進
む
図
柄
に
な
っ
て
い
る
。

物
語
本
文
で
は
、「
雪
い
さ
さ
か
散
り
て
」
と
あ
る
が
、「
文
情
奈
良

絵
」
に
雪
は
な
い
。
一
方
、「
具
慶
絵
巻
」「
京
博
光
吉
画
帖
」「
久
保
惣

光
吉
手
鑑
」
は
、
木
の
枝
や
塀
の
上
、
路
面
な
ど
に
雪
が
積
も
る
。
ま

た
、「
石
山
寺
画
帖
」
で
は
い
っ
そ
う
雪
深
い
よ
う
に
見
え
る
。「
斎
宮
歴

博
色
紙
屏
風
」
に
も
、
木
々
や
塀
の
上
に
雪
が
残
る
。「
海
杜
美
画
帖
」

の
木
の
枝
に
は
葉
に
雪
が
積
も
る
。
塀
の
上
、
路
上
に
描
か
れ
る
の
は
薄

雪
か
。
画
面
い
っ
ぱ
い
に
雪
の
散
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
ハ
ー

バ
ー
ド
画
帖
」
で
、
こ
れ
が
以
上
の
源
氏
絵
の
中
で
、
も
っ
と
も
物
語
本

文
の
意
味
内
容
に
近
い
。
だ
が
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
画
帖
」
に
は
、
同
様
の
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散
る
雪
が
、
他
に
も
朝
顔
巻
や
幻
巻
・
浮
舟
巻
・
手
習
巻
に
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
巻
の
雪
の
描
写
が
、
物
語
本
文
に
依
拠
し
て
描
か
れ
た
か
否

か
は
、
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
。

第
四
十
六
帖

椎
本

【
場
面
】
Ｄ：

歳
の
暮
れ
近
く
、
宇
治
の
姫
君
た
ち
の
も
と
に
山
の
阿
闍

梨
よ
り
炭
な
ど
が
届
け
ら
れ
る
。
姫
君
た
ち
は
錦
、
絹
を
贈
る
。

【
該
当
本
文
】﹇
１９
﹈
年
の
暮
れ
と
な
り
人
の
訪
れ
も
な
く
寂
し
い
思
い
の

姫
君
、
阿
闍
梨
か
ら
例
年
の
炭
な
ど
、
綿
衣
の
返
し

阿
闍
梨
の
室
よ
り
、
炭
な
ど
や
う
の
も
の
た
て
ま
つ
る
と
て
、
年
ご
ろ

に
な
ら
ひ
は
べ
り
に
け
る
宮
仕
へ
の
、
今
と
て
絶
え
は
つ
ら
む
が
、
心
細

さ
に
な
む
と
聞
こ
え
た
り
。
か
な
ら
ず
冬
籠
る
山
風
ふ
せ
ぎ
つ
べ
き
綿
衣

な
ど
遣
は
し
し
を
、
お
ぼ
し
い
で
て
や
り
た
ま
ふ
。
法
師
ば
ら
、
童
べ
な

ど
の
登
り
行
く
も
、
見
え
み
見
え
ず
み
、
い
と
雪
深
き
を
、
泣
く
泣
く
た

ち
い
で
て
見
送
り
た
ま
ふ
。「
御
髪
な
ど
お
ろ
い
た
ま
う
て
け
る
、
さ
る

か
た
に
て
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
ば
、
か
や
う
に
通
ひ
参
る
人
も
、
お
の
づ

か
ら
し
げ
か
ら
ま
し
。
い
か
に
あ
は
れ
に
心
細
く
と
も
、
あ
ひ
見
た
て
ま

つ
る
こ
と
絶
え
て
や
ま
ま
し
や
は
」
な
ど
、
語
ら
ひ
た
ま
ふ
。

君
な
く
て
岩
の
か
け
道
絶
え
し
よ
り
松
の
雪
を
も
な
に
と
か
は
見
る

中
の
宮
、

奥
山
の
松
葉
に
積
も
る
雪
と
だ
に
消
え
に
し
人
を
思
は
ま
し
か
ば

う
ら
や
ま
し
く
ぞ
ま
た
も
降
り
そ
ふ
や
。

﹇
大
成
﹈
５
巻
１５７２
頁
、﹇
大
系
﹈
４
巻
３６６
頁
、﹇
新
大
系
﹈
４
巻
３６６
頁
、﹇
全

集
﹈
５
巻
１９５
頁
、﹇
新
全
集
﹈
５
巻
２０４
頁
、﹇
集
成
﹈
６
巻
３３８
頁
、﹇
角
川

文
庫
﹈
８
巻
１５８
頁
、﹇
玉
上
評
釈
﹈
１０
巻
２６３
頁

【
解
説
】

画
面
上
部
の
邸
は
、
逆
「
へ
」
の
字
形
の
簀
の
子
縁
で
仕
切
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
母
屋
の
内
に
い
る
女
性
と
、
簀
の
子
縁
に
上
が
っ
た
男
性
が
向

か
い
合
う
。
い
ず
れ
も
立
ち
姿
で
あ
る
。
女
性
は
宇
治
の
姫
君
た
ち
に
仕

え
る
女
房
、
男
性
は
、
山
の
阿
闍
梨
に
仕
え
る
下
仕
え
と
見
た
。

庭
先
で
簀
の
子
縁
に
左
手
を
掛
け
、
左
の
片
膝
を
た
て
て
控
え
る
人
物
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は
、
こ
の
二
人
の
男
女
の
様
子
を
傍
ら
か
ら
見
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
炭
焼
き
で
あ
ろ
う
か
、
目
の
前
に
は
担
ぎ
棒
の
先
に
括
り
付
け
ら
れ

た
炭
俵
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
運
ん
で
き
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

画
面
右
下
に
は
斜
め
に
葺
板
の
あ
る
塀
の
線
が
通
り
、
こ
れ
に
沿
う
よ

う
に
、
庭
内
に
は
、
画
面
左
下
の
築
山
に
木
々
が
生
え
る
。
細
い
枝
振
り

の
木
々
の
他
、
太
い
松
が
一
本
描
か
れ
る
。

【
考
察
】

山
の
阿
闍
梨
か
ら
宇
治
の
姫
君
た
ち
の
も
と
に
炭
が
届
け
ら
れ
た
場
面

で
あ
る
。
庭
に
控
え
る
炭
焼
き
と
担
ぎ
棒
に
付
け
ら
れ
た
ふ
た
つ
の
炭
俵

が
こ
の
場
面
を
象
徴
的
に
示
す
。

「
京
博
光
吉
画
帖
」（
９３
頁
）
で
は
、
姫
君
側
か
ら
炭
の
お
礼
に
綿
衣
を

渡
す
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
。
傍
ら
の
童
は
右
手
に
文
を
持
つ
。
ま
た
、
邸

の
屋
根
や
塀
の
上
、
庭
の
松
の
幹
や
地
面
、
さ
ら
に
は
炭
俵
の
上
に
も
雪

が
積
も
る
。
ま
た
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」（『
佐
野
集
成
』
３６
頁
）
は
、

画
面
左
上
の
邸
内
に
宇
治
の
姫
君
た
ち
が
お
り
、
画
面
左
下
に
は
、
御
簾

の
脇
か
ら
出
て
き
た
女
房
が
、
簀
の
子
縁
に
立
つ
童
か
ら
文
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
画
面
右
下
に
は
、
担
ぎ
棒
に
括
り
付
け
ら
れ
た
ふ
た
つ
の
炭
俵

を
前
に
し
て
、
炭
焼
き
が
控
え
る
。
遣
り
水
の
ほ
と
り
や
松
を
は
じ
め
と

す
る
草
木
、
そ
し
て
炭
俵
の
上
に
雪
が
積
も
る
。
い
ず
れ
も
、
童
が
文
を

持
つ
が
、
山
の
阿
闍
梨
か
ら
の
使
い
で
あ
ろ
う
。
物
語
本
文
に
も
「
法
師

ば
ら
、
童
べ
な
ど
」
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
松
に
積
も
る
雪
は
、
大
君
と

中
の
君
と
の
贈
答
歌
の
主
題
で
も
あ
り
、「
京
博
光
吉
画
帖
」
は
う
っ
す

ら
と
、「
斎
宮
歴
博
色
紙
屏
風
」
は
よ
り
深
く
描
か
れ
て
い
る
。
炭
俵
の

上
に
積
も
る
雪
は
、
年
末
の
寒
さ
の
中
、
奥
山
か
ら
運
ん
で
き
た
道
の
り

の
苦
労
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

一
方
、「
文
情
奈
良
絵
」
で
は
、
文
を
持
っ
た
童
は
描
か
れ
な
い
。
ま

た
、
立
派
な
松
は
あ
る
が
、
雪
は
描
か
れ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
季
節
感
の

な
い
絵
に
な
っ
て
い
る
。
画
面
左
上
に
三
人
の
人
物
が
比
較
的
小
さ
く
描

か
れ
る
の
に
対
し
、
画
面
下
半
分
に
は
築
山
や
松
を
は
じ
め
と
す
る
濃
い

緑
が
目
立
つ
。
そ
の
緑
の
上
に
雪
が
描
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
時
の

宇
治
の
姫
君
た
ち
の
住
環
境
が
よ
り
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

○
ま
と
め

「
文
情
奈
良
絵
」
二
十
四
枚
の
図
柄
を
一
瞥
し
て
ま
ず
気
付
く
の
は
、

画
面
が
邸
の
梁
や
簀
の
子
縁
、
塀
な
ど
の
直
線
で
区
切
ら
れ
た
構
図
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、「
く
」
の
字
形
の
絵
合
巻
と
、
逆

「
く
」
の
字
形
の
玉
鬘
巻
は
、
線
対
称
と
も
い
え
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
若
菜
上
巻
と
柏
木
巻
は
、
梁
と
高
欄
、
簀
の
子
縁
の
直
線
で
右
下

が
り
の
構
図
を
作
り
、
画
面
左
上
に
蔀
と
屏
風
、
室
内
に
は
三
枚
の
畳
を

共
通
し
て
描
く
。
た
だ
し
、
総
じ
て
左
下
が
り
の
構
図
が
多
く
（
若
菜
・

末
摘
花
・
花
宴
・
花
散
里
・
朝
顔
・
篝
火
・
野
分
・
梅
枝
巻
）、
登
場
人
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物
に
動
き
が
あ
る
場
合
も
、
向
か
っ
て
左
に
進
む
絵
が
目
立
つ
（
明
石
・

蓬
生
・
関
屋
・
梅
枝
・
匂
宮
巻
）。

ま
た
、「
文
情
奈
良
絵
」
の
図
柄
は
、
物
語
本
文
が
登
場
人
物
の
視
点

か
ら
描
写
す
る
情
景
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
が
画
面
に
描
か
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
さ
す
が
に
空
蝉
巻
は
二
枚
と
も
に
源
氏
の
姿
を
描
く
が
、
末

摘
花
・
朝
顔
・
野
分
の
巻
で
は
、
庭
の
様
子
を
眺
め
る
源
氏
と
紫
の
上
、

夕
霧
を
、
画
面
に
描
か
な
い
。
そ
れ
は
、「
文
情
奈
良
絵
」
が
邸
の
庭
を

外
か
ら
俯
瞰
す
る
構
図
で
あ
る
た
め
、
画
面
の
広
さ
の
制
約
に
よ
り
、
邸

内
で
庭
を
眺
め
る
登
場
人
物
を
描
き
に
く
か
っ
た
と
い
っ
た
理
由
も
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
物
語
本
文
に
即
し
て
絵
を
観
よ

う
と
す
る
者
と
、
邸
内
に
い
る
登
場
人
物
と
は
、
絵
の
構
図
上
、
視
点
の

位
置
は
異
な
る
が
、
目
に
映
る
情
景
が
自
ず
か
ら
重
な
っ
て
く
る
と
い

う
、
物
語
と
絵
と
鑑
賞
者
と
の
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
庭
を
描
く
図
柄
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
立
蔀
が
目
に
付
く
。

花
散
里
・
須
磨
・
朝
顔
・
行
幸
・
梅
枝
巻
と
い
っ
た
よ
う
に
、
少
な
か
ら

ぬ
巻
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。
物
語
本
文
に
お
け
る
「
立
蔀
」
と
い
う
語

の
用
例
は
二
例
あ
る
。
賢
木
巻
で
は
、
朧
月
夜
と
の
密
会
の
後
に
退
出
す

る
源
氏
を
、
右
大
臣
方
の
藤
少
将
が
目
撃
し
た
の
が
「
立
蔀
の
も
と
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
野
分
巻
で
は
、
野
分
で
壊
れ
て
散
ら
ば
っ
た
も
の
の
中

に
「
檜
皮
」「
瓦
」
な
ど
に
並
ん
で
、「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
立
蔀
、
透
垣
な

ど
や
う
の
も
の
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
、

「
文
情
奈
良
絵
」
の
場
面
と
は
重
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
物
語
に
出
て

く
る
語
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
他
の
巻
で
絵
の
素
材
と
し
て
描
か
れ
る
こ

と
自
体
は
、
と
く
に
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
須
磨
巻
で

は
、「
竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
立
蔀
が
描
か
れ
て

お
り
、
物
語
本
文
と
は
一
線
を
画
す
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

ま
た
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、
そ
の
場
面
の
重
要
な
小
道
具
が
描
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
蓬
生
巻
に
お
け
る
惟
光
が
手
に

し
て
い
る
は
ず
の
鞭
や
、
篝
火
巻
の
当
該
場
面
に
よ
く
描
か
れ
る
、
源
氏

が
枕
に
す
る
琴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
末
摘
花
・
薄
雲
・
匂
宮
・
椎
本
巻
で

は
、
一
般
に
こ
の
図
柄
で
は
描
か
れ
る
雪
の
描
写
が
な
く
、
画
面
か
ら
そ

の
季
節
感
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
物
語
本
文
と
の

乖
離
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
本
源
氏
絵
そ
の
も
の
の
質
の
問
題
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
細
か
な
点
の
描
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
仕
上
げ
前

の
状
態
で
伝
来
し
た
も
の
か
。
そ
れ
は
、
絵
を
一
枚
ず
つ
仕
上
げ
て
い
く

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
複
数
の
絵
を
流
れ
作
業
的
に
描
く
と
い
っ
た
工

程
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
中
期
の
さ
ら
に
多
く
の

源
氏
絵
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

寝
殿
造
の
邸
の
建
具
と
し
て
は
、
通
常
、
蔀
戸
や
半
蔀
、
妻
戸
が
描
か

れ
る
が
、「
文
情
奈
良
絵
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
に
も
ま
し
て
目
に
付
く

の
は
、
遣
り
戸
で
あ
ろ
う
。
全
二
十
四
枚
中
、
じ
つ
に
半
数
の
十
二
枚
に

描
か
れ
て
い
る
（
桐
壺
・
空
蝉
二
枚
、
若
紫
・
花
宴
・
賢
木
・
花
散
里
・

二
〇
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玉
鬘
・
篝
火
・
行
幸
・
柏
木
・
椎
本
巻
）。
も
ち
ろ
ん
、
遣
り
戸
は
「
京

博
光
吉
画
帖
」
他
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
使
用
頻
度
や
分
量
は
、「
文

情
奈
良
絵
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
遣
り
戸
は
、
後
に
舞
良
戸
と
も
い
い
、

「
文
情
奈
良
絵
」
制
作
当
時
と
し
て
も
比
較
的
身
近
な
建
具
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
形
状
を
描
く
こ
と
で
、
画
面
の
空
白
を
埋
め
た
も
の
と
も

捉
え
得
よ
う
。

最
後
に
、
場
面
選
択
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、

花
散
里
巻
の
立
ち
姿
の
源
氏
や
、
椎
本
巻
の
簀
の
子
縁
に
立
つ
下
仕
え
な

ど
、
一
般
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
絵
柄
が
部
分
的
に
含
ま
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
ま
っ
た
く
類
例
の
な
い
図
柄
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、

こ
こ
で
は
ま
ず
、
品
物
の
贈
答
場
面
に
着
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
玉
鬘

巻
の
衣
配
り
や
、
行
幸
巻
の
雉
一
対
、
梅
枝
巻
の
直
衣
と
薫
物
、
椎
本
巻

の
炭
で
あ
る
。
桐
壺
巻
で
大
蔵
卿
が
捧
げ
持
つ
乱
箱
も
、
あ
る
い
は
左
大

臣
が
賜
っ
た
禄
と
捉
え
た
上
で
、
場
面
が
選
択
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
玉
鬘
が
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
義
父
で
あ
る
源
氏
の
四
十
賀

を
祝
い
に
訪
れ
た
若
菜
上
巻
や
、
父
大
臣
が
柏
木
の
病
を
案
ず
る
あ
ま
り

修
験
者
を
招
き
寄
せ
て
加
持
を
依
頼
し
て
い
る
柏
木
巻
か
ら
は
、
親
子
の

情
と
い
っ
た
面
に
も
目
を
向
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
文

情
奈
良
絵
」
は
、
紹
介
し
た
二
十
四
枚
が
す
べ
て
で
あ
る
と
は
限
ら
な

い
。
空
蝉
巻
の
絵
が
二
枚
存
す
る
こ
と
や
、
末
摘
花
巻
の
図
柄
が
、
土
佐

派
や
住
吉
派
と
い
っ
た
伝
統
的
な
系
譜
に
連
な
る
源
氏
絵
に
は
な
く
、

「
承
応
版
」
や
「
石
山
寺
画
帖
」
の
よ
う
な
多
く
の
絵
を
収
め
た
作
品
に

通
じ
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
元
来
は
も
っ
と
多
く
の
絵
を
備
え
て
い
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

「
文
情
奈
良
絵
」
に
は
、
物
語
の
内
容
と
の
乖
離
や
、
当
然
描
か
れ
る
べ

き
も
の
が
描
か
れ
て
い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
江
戸
中
期
の
源

氏
絵
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
土
佐
派
の
系
譜
に
連
な
る
図
柄
の

型
を
あ
る
程
度
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
流
絵
師
の
源
氏
絵
の

周
縁
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
作
品
に
は
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た
源
氏
文
化
の

裾
野
の
あ
り
よ
う
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研

究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研

究
所
第
２１
期
研
究
会
第
６
研
究
、
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
、
科
学
研

究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜

二
〇
二
三
年
度
）、
お
よ
び
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二

〇
二
一
〜
二
〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
岩
坪
健
氏
に
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
多
く
の
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
第
２１
期
第
６
研
究
会
に
よ
る
成
果
）
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